
日本社会教育学会

第61回研究大会プログラム
会場　福井大学
日時　2014年9月26日（金）～28日（日）

午前 午後 夕

9月26日
（金）

受付
（13：30～）

プロジェクト研究
（14：00～16：30） 会場校企画

（16：40～18：10）

全国理事会
（18：30～　　）

特別企画①
（14：00～16：30）

若手研究者のつどい
（18：30～　　）

9月27日
（土）

受付
（9：00～）

自由研究発表
（9：30～12：00） 昼食 自由研究発表

（13：00～15：30）
特別企画②

（15：45～17：00）
総会

17：15～18：30
懇親会

18：45～20：45

9月28日
（日）

受付
（9：00～）

プロジェクト研究
（9：30～12：30） 昼食 ラウンドテーブル

（13：30～16：00）

 《御案内》
 （１）受付案内　①会場案内は表紙裏、教室案内はP1をご参照下さい。　　＊敷地内禁煙
	 ②受付設置場所・時間はつぎのとおりです。
	 　1日目　13：30～　教育系1号館　1階ロビー
	 　2日目　	9：00～　　　 〃 　　
	 　3日目　	9：00～　　　 〃 　　
 （２）参加費等　①参加費　　　2,500円（学部生は1,000円）※非会員の大学院生は2,500円
　　　　　　　　　　　　　　　但し会員の大学院生は身分証提示の場合のみ1,500円
　　　　　　　　②懇親会費　　4,000円（学部生・院生2,000円）
　　　　　　　　③昼　食　弁当1食600円（2日目・3日目朝の受付時に食券販売、個数限定）
	 　　　※周辺の飲食店は土日定休が多いので、お弁当券の購入をお勧めします。
	 　　　※大学近隣のコンビニ・スーパーもご利用いただけます。（徒歩3～5分）
 （３）会場案内　①大会本部　　　　　　教育系1号館　1階14講
　　　　　　　　②参加者控室　　　　　教育系1号館　1階11講・12講
　　　　　　　　③理事会　　　　　　　教育系1号館　1階大会議室
　　　　　　　　④若手研究者のつどい　教育系1号館　6階コラボレーション・ホール
　　　　　　　　⑤総会　　　　　　　　教育系1号館　2階大2講
　　　　　　　　⑥懇親会　　　　　　　福井大学アカデミー・ホール
 （４）発表者は、当日配布資料がある場合、十分な枚数（80～100枚）をご用意下さい。
　　　会場でのコピーは出来ません。
 （５）大会についてのお問い合わせやご連絡は下記にお願いします。
　　　　　　　　日本社会教育学会2014年度研究大会福井大学事務局
　　　　　　　　〒910-8507　福井市文京3-9-1　福井大学教育地域科学部
　　　　　　　　	E-Mail：shakaikyoiku2014fukui@gmail.com

日本社会教育学会　http://www.jssace.jp
〒169-8050　新宿区西早稲田1-6-1　早稲田大学教育学部内　電話090-3875-5096



★　文京キャンパス（教育地域科学部・工学部）
〒910-8507　福井県福井市文京3丁目9番1号　　TEL.	0776-23-0500（代表）
・	鉄道／えちぜん鉄道福井駅―（約10分）―福大前西福井駅［JR福井駅東口から出て三国芦原線

に乗車］
　※西口前の福井鉄道（路面電車）ではありません。
・	バス／JR福井駅―（約10分）―福井大学前停留所［JR福井駅西口から出て市内バス乗り場10番

より乗車］
・	タクシー／JR福井駅―（約10分）―福井大学文京キャンパス［必ず「福井大学文京キャンパス」

と伝えてください］
・	自家用車／北陸自動車道　福井北I.Cから国道416号線で西へ約7kmまたは福井I.Cから国道158号

線で西へ約8km

会場図

宿泊案内
・福井駅周辺の宿泊施設をお勧めします。また、観光シーズンですのでお早目の宿泊先確保を！
→参考URL：福井観光コンベンションビューロー「宿泊施設検索」
http://www.fukuicity-navy.com/convention/sisetu_list.asp?area=1

★　福井まで
・	名古屋／電車で約1時間40分又は、バスで約2

時間50分
・	大阪／電車で約1時間50分又は、バスで約3時

間30分
・東京／電車で約3時間30分

入口

教育系1号館

正門正門
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9月26日（金）

　　　　　受　付	 教育系1号館　1階ロビー
　　　　　プロジェクト研究	 　　　〃　　　6階コラボレーション・ホール
　　　　　特別企画①	 　　　〃　　　大2講
　　　　　会場校企画	 　　　〃　　　6階コラボレーション・ホール

9月27日（土）
　　　　　受　付	 教育系1号館　1階ロビー
　　　　　自由研究発表　第1室	 　〃　1階101講
　　　　　自由研究発表　第2室	 　〃　1階102講
　　　　　自由研究発表　第3室	 　〃　2階203講
　　　　　自由研究発表　第4室	 　〃　2階204講
　　　　　自由研究発表　第5室	 　〃　2階205講
　　　　　自由研究発表　第6室	 　〃　2階206講
　　　　　自由研究発表　第7室	 　〃　2階207講
　　　　　自由研究発表　第8室	 　〃　3階301講
　　　　　自由研究発表　第9室	 　〃　4階401講
　　　　　自由研究発表　第10室	 　〃　5階501講
　　　　　特別企画②	 　〃　大1講
　　　　　総　会	 　〃　大2講
　　　　　懇親会	 福井大学アカデミー・ホール

9月28日（日）
　　　　　受　付	 教育系1号館　1階ロビー
　　　　　プロジェクト研究〈第1室〉	 　〃　大1講
　　　　　プロジェクト研究〈第2室〉	 　〃　大2講
　　　　　ラウンドテーブル①	 　〃　1階101講
　　　　　ラウンドテーブル②	 　〃　1階102講
　　　　　ラウンドテーブル③	 　〃　2階203講
　　　　　ラウンドテーブル④	 　〃　2階204講
　　　　　ラウンドテーブル⑤	 　〃　2階205講
　　　　　ラウンドテーブル⑥	 　〃　2階207講
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第1日目　9月26日（金）

プロジェクト研究
「学びあうコミュニティを支えるコーディネーターの 

力量形成とその組織」
14：00～16：30　教育系1号館　6階コラボレーション・ホール

テーマ　「コーディネーターの力量形成とその組織（2）	
	 ―まちづくり・学校・ボランティアの実践を通して―」
司　会　　梶　野　光　信（東京都教育庁）、中　村　　　香（玉川大学）

報　告　①　「地域づくりを担う自治体職員」
	 遠　藤　　　彰（松本市地域づくり推進本部）

　　　　②　「特別支援教育コーディネーターの力量形成とその組織」
	 笹　原　未　来（福井大学教職大学院）

　　　　③　「ボランティアコーディネーターの取り組み」
	 小　原　宗　一	 	
	 （日本ボランティアコーディネーター協会）

※グループ分けのために、参加される方はできるだけ事前申込みをお願いいたします。
【申込先アドレス】projectkenkyu@gmail.com

プロジェクト研究の報告を受けて、学び合うコミュニティのコーディネーターの力量形成とその
組織について、福井の実践から報告します。

会場校企画
「学び合うコミュニティのコーディネーターの力量形成と 

その組織―福井からの報告―」
16：40～18：10　教育系1号館　6階コラボレーション・ホール

司　会　　入　江　直　子（神奈川大学）、内　田　和　浩（北海学園大学）

報　告　①「学び合う地域への長い歩みを支える公民館主事の働き」
	 田　村　栄　子（福井市中央公民館主事）
　　　　②「公民館主事の学び合うコミュニティを支える研修」
	 熊　野　直　彦	 	
	 （福井市教育委員会事務局生涯学習室）
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全国理事会
18：30～　教育系1号館　1階大会議室

若手研究者のつどい
18：30～　教育系1号館　6階コラボレーション・ホール

特別企画　①
「東日本大震災と社会教育」

14：00～16：30　教育系1号館　2階大2講

テーマ　「地域再建とともにあゆむ社会教育の未来への総括」
司　会　　石井山　竜　平（東北大学）、浅　野　かおる（福島大学）

報　告　①「被災地の現状と課題―阪神・中越の経験を踏まえて―」
	 室　崎　益　輝（関西学院大学）
　　　　②「農の再生に取り組む実践と学び」
	 ゆうきの里東和ふるさとづくり協議会
　　　　③「3.11の経験を社会教育はどう引き受けるか」
	 鈴　木　敏　正（札幌国際大学）
コメンテーター　　安　藤　聡　彦（埼玉大学）
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第1室　午前（原理論・歴史）
司　会 　牧　野　　　篤（東京大学）
	9：30～	 9：55	 上原専祿の学習論における地域概念の意味
	 阿知良　洋　平（北海道大学大学院）

	9：55～10：20	 	1970年代の教育政策概念についての考察
	 ―経済界が求めていた能力主義を中心に―
	 吉　良　仁　美（龍谷大学大学院）

10：20～10：45	 生活記録運動研究の再考
	 ―書くことの集団的実践と自己形成―
	 辻　　　智　子（北海道大学）

10：45～11：10	 上原專祿「主体性形成と学習」論研究（その9）
	 ―「地域の教育力」概念の再検討―
	 片　岡　弘　勝（奈良教育大学）

11：10～11：35	 社会教育・生涯学習におけるレジリエンスの意義
	 ―ESD・環境教育の視点から―
	 降　旗　信　一（東京農工大学）

（討議　11：35～12：00）

第1室　午後（原理論・歴史）
司　会　　鈴　木　敏　正（札幌国際大学）
13：00～13：25	 変容的学習における実践記述のあり方に関する考察
	 正　木　遥　香（広島大学大学院）

13：25～13：50	 地域コミュニティーの「市民的リテラシー形成過程」に関する一考察
	 	―ソウル・蘆原区の「マドル住民会」の取り組みから―
	 金　　　宝　藍（東京大学大学院）

13：50～14：15	 社会教育における住民参加の概念と課題
	 片　岡　　　了（明治大学（非常勤））

14：15～14：40	 成人の学習理論としてのunlearn概念に関する基礎的考察
	 酒　井　佑　輔（鹿児島大学）

14：40～15：05	 ソーシャル・キャピタル批判の視座
	 	―生涯学習論との関連で―
	 前　平　泰　志（京都大学）

（討議　15：05～15：30）

第2日目　9月27日（土）

自由研究発表
9：30～15：30

（共同研究者は○印が登壇者）

― 6 ―



第2室　午前（原理論・歴史）
司　会　　上　田　幸　夫（日本体育大学）
	9：30～	 9：55	 平澤計七の労働者像
	 小　川　　　史（上田女子短期大学）

	9：55～10：20	 選挙啓発の歴史的展開と社会教育
	 上　原　直　人（名古屋工業大学）

10：20～10：45	 	渡辺治訳『三英双美政海の情波』に見られる「通俗教育」の意味について
	 倉　知　典　弘（吉備国際大学）

10：45～11：10	 戦前期大都市の児童と映画の問題化をめぐる社会教育の改革
	 	―東京市の「映画教育」事業を手がかりに―
	 関　　　直　規（東洋大学）

11：10～11：35	 上郷尋常高等小学校における学校・家庭・地域の連絡
	 	―1930～40年代にかけての学校関係資料及び『上郷時報』を手がかりに―
	 山　梨　あ　や（慶應義塾大学）

（討議　11：35～12：00）

第2室　午後（原理論・歴史）
司　会　　渡　邊　洋　子（京都大学）
13：00～13：25	 戦後青年の学習論に関する一研究
	 	―橋本義夫の「ふだん記」を対象として―
	 川　原　健太郎（早稲田大学）

13：25～13：50	 戦後復興期における越後妻有郷の青年期教育をめぐって
	 佐　野　　　浩（新潟経営大学）

13：50～14：15	 	旧産炭地・筑豊地域における社会教育体制と石炭産業の関係構造に関
する歴史的考察

	 	―社会教育行政・団体の再編過程に着目して―
	 農　中　　　至（鹿児島大学）

14：15～14：40	 戦後移動図書館の成立に関する考察：高知県立図書館を事例として
	 石　川　敬　史（十文字学園女子大学）

14：40～15：05	 中井正一の「地方文化運動」の実践
	 	―社会教育史における疎開文化人の活動の位置づけに関する考察
	 新　藤　浩　伸（東京大学）

（討議　15：05～15：30）

第3室　午前（学習文化活動）
司　会　　千　葉　悦　子（福島大学）
	9：30～	 9：55	 韓国の平生教育の観点からみた女性結婚移民の現状と課題
	 	―女性結婚移民者のインタビューより浮かぶ傾向を踏まえて―
	 郭　　　珍　榮（東京学芸大学大学院）
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	 9：55～10：35	 国際結婚移住女性のリテラシーと社会参加
	 	―生活史と学習環境に着目して―
	 ○棚　田　洋　平（一般社団法人　部落解放・人権研究所）
	 ○新　矢　麻紀子（大阪産業大学）

10：35～11：00	 結婚移民女性が働くことの意義
	 	―韓国を事例として―
	 朴　　　賢　淑（東北大学）

11：00～11：25	 結婚移住女性の言語習得と社会参加
	 	―韓国・移住女性人権センターの実践を基にして
	 藤　田　美　佳（奈良教育大学）

（討議　11：25～11：50）

第3室　午後（学習文化活動）
司　会　　添　田　祥　史（福岡大学）
13：00～13：25	 生の経験を物語ることから見通す地域の再構成
	 	―障がい者生活支援実践を事例に―
	 向　井　　　健（北海道大学大学院）

13：25～13：50	 女性の学習における社会的ネットワークの位置づけに関する検討
	 中　村　由　香（東京大学大学院）

13：50～14：15	 大阪市内における渡日親子のための多文化進路ガイダンス
	 平　尾　亮　子（首都大学東京大学院）

14：15～14：40	 	知的障害のある青年の「学びの場」としての自立訓練事業の実態と課題
	 	―事業所および母親等を対象とする質問紙調査から―
	 丸　山　啓　史（京都教育大学）

14：40～15：05	 旧産炭地筑豊の『子育てネットワーク』活動にみる学習主体の形成
	 相　戸　晴　子（宮崎国際大学）

（討議　15：05～15：30）

第4室　午前（学習文化活動）
司　会　　森　　　　　実（大阪教育大学）
	9：30～	 9：55	 地域日本語教室における子どもたちの学び
	 	―千葉市A教室を事例に―
	 仲　江　千　鶴（昭和女子大学大学院）

	9：55～10：20	 「地域日本語活動」の課題と可能性
	 本　間　淳　子（北海道大学大学院）

10：20～10：45	 1990年以降の外国人児童生徒教育に関する歴史的考察
	 	―公立学校、外国人学校、日本語ボランティア教室の位置づけより―
	 奴久妻　駿　介（一橋大学大学院）
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10：45～11：10	 ニューカマー青年の時間的展望についての一考察
	 相　良　好　美（東京大学大学院）

（討議　11：10～11：35）

第4室　午後（学習文化活動）
司　会　　水　野　篤　夫（公益財団法人　京都市ユースサービス協会）
13：00～13：25	 美容専修学校における職業を軸とした学びの検討
	 	―教員へのインタビュー調査を通じて―
	 竹　井　沙　織（名古屋大学大学院）

13：25～13：50	 社会教育の根源
	 	―施設等を踏まえた現場からの一考察―
	 西　尾　征　樹（大阪府岸和田市役所）

13：50～14：15	 大学のグローバル教育と「現場体験」
	 	―レジリアンス育成の視点から
	 二ノ宮リムさち（東京農工大学）

14：15～14：40	 「学び」や「育ちあい」を支援する人を育成する博物館実習の可能性
	 	―世田谷美術館インターンシップ実習を事例に―
	 君　塚　仁　彦（東京学芸大学）

14：40～15：05	 「生涯教育概論」をいかに教えるか？
	 	―参加型学習の採用による試行と提言
	 田　中　治　彦（上智大学）

（討議　15：05～15：30）

第5室　午前（学習文化活動）
司　会　　大　前　哲　彦（大阪音楽大学）
	9：30～	 9：55	 被差別部落における識字運動の対抗的主体形成について
	 	―部落解放文学賞をめぐって―
	 菅　原　智恵美（大阪市立大学大学院）

	9：55～10：20	 高齢者の演劇活動の展開
	 	―高齢者の「身体」に着目して―
	 園　部　友里恵（東京大学大学院）

10：20～10：45	 ドラマワークの教育的意義について
	 	―実践例より―
	 丸　山　里　奈（東北大学大学院）

10：45～11：10	 ケベックにおける意識化の取組み
	 	―1980年代～2013年の実践分析記録から
	 矢　内　琴　江（早稲田大学大学院）

11：10～11：35	 	ニート・引きこもり状態にある無業者へのコミュニティ型支援に関する考察
	 新　目　真　紀（青山学院大学（非常勤））

（討議　11：35～12：00）
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第5室　午後（学習文化活動）
司　会　　手　打　明　敏（筑波大学）
13：00～13：25	 	住民主体の学習の変遷についての考察　長野県松川町の健康学習を事例に
	 岩　松　真　紀（東京農工大学大学院）

13：25～13：50	 地域におけるインフォーマルな学習についての理論的検討
	 荻　野　亮　吾（東京大学）

13：50～14：15	 コミュニティ・エンパワメント論の学習論的意味と課題
	 宮　﨑　隆　志（北海道大学）

14：15～15：05	 公民館と町会・町内公民館を基盤とした地域づくり
	 	―松本市の五地区の調査を通して―
	 ○松　田　武　雄（名古屋大学）
	 ○東　内　瑠里子（日本福祉大学）
	 ○後　藤　誠　一（名古屋大学大学院）
	 ○丹　間　康　仁（日本学術振興会特別研究員）
	 ○大　蔵　真由美（名古屋大学大学院）
	 竹　井　沙　織（名古屋大学大学院）
	 河　野　明日香（名古屋大学）
	 肖　　　　　蘭（名古屋大学）
	 大　村　隆　史（名古屋大学大学院）

（討議　15：05～15：30）

第6室　午前（学習文化活動）
司　会　　川　野　佐一郎（早稲田大学（非常勤））
	9：30～	 9：55	 「循環と協働のまちづくり」における住民の担い手意識の形成
	 斉　藤　雅　洋（東北大学大学院）

	9：55～10：20	 奄美群島・天城町社会教育の25年にみる教育行政の課題
	 小　栗　有　子（鹿児島大学）

10：20～10：45	 掛川市生涯学習の展開と地域社会の形成
	 志　田　倫　子（静岡英和学院大学）

10：45～11：10	 韓国住民自治センターをめぐる動向と住民の学習（その2）
	 ○浅　野　かおる（福島大学）
	 長　澤　成　次（千葉大学）
	 郭　　　珍　榮（東京学芸大学大学院）

11：10～11：35	 コミュニティ政策と社会教育との関係
	 	―東京都武蔵野市の事例から―
	 田　中　雅　文（日本女子大学）

（討議　11：35～12：00）
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第6室　午後（学習文化活動）
司　会　　辻　　　　　浩（日本社会事業大学）
13：00～13：25	 日常的な記録と自己教育
	 	―生活の感覚／出来事をふり返って
	 鎹　　　純　香（京都大学大学院）

13：25～13：50	 若者による居場所づくりの意義と課題
	 大　山　　　宏（東京大学大学院）

13：50～14：15	 地域子育て支援拠点における「パパひろば」の意義と課題
	 ―A県B市の実践Dの事例に即して―
	 榊　　　ひとみ（北海道大学大学院）

14：15～14：55	 「労働と生活」に関わる問題構成の現在
	 	―国立市公民館主催「ワーク・ライフ・バランスの生き方デザイン」

受講者の記述から―
	 ○冨　永　貴　公（東海大学（非常勤））
	 ○池　谷　美衣子（浜松学院大学）
	 井　口　啓太郎（国立市公民館）
	 堀　本　麻由子（東海大学）

（討議　14：55～15：20）

第7室　午前（職員）
司　会　　細　山　俊　男（社会教育・生涯学習研究所）
	9：30～	 9：55	 非正規専門職の「専門性」と「労働者性」
	 ―図書館司書を事例に―
	 廣　森　直　子（青森県立保健大学）

	9：55～10：20	 社会教育職員のライフコースと力量形成
	 松　本　　　大（弘前大学）

10：20～10：45	 リーダーの質問力育成方法に関する実践研究（その3）
	 	―国立女性教育会館主催講座「ダイバーシティ推進リーダー会議」の

検討から―
	 堀　本　麻由子（東海大学）

10：45～11：25	 社会教育と学校の連携に関する調査研究
	 	―社会教育関係職員の役割と養成の課題
	 ○倉　持　伸　江（東京学芸大学）
	 ○山　口　源治郎（東京学芸大学）
	 君　塚　仁　彦（東京学芸大学）
	 高　田　　　滋（東京学芸大学）

（討議　11：25～11：50）
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第7室　午後（学習機会）
司　会　　浅　野　秀　重（金沢大学）
13：00～13：25	 「性差保健」をテーマとする実践コミュニティの展開（3）
	 	―大学の地域貢献事業に関する省察的実践研究―
	 西　原　亜矢子（新潟大学）

13：25～13：50	 地域住民の参加・参画型学習活動と大学開放事業プログラムの可能性
	 藤　田　昇　治（弘前大学）
	 ○藤　田　公仁子（富山大学）

13：50～14：15	 生涯学習機関としての大学の地域連携
	 村　田　和　子（和歌山大学）

14：15～14：40	 研究者の科学コミュニケーション活動と生涯学習
	 	―現代的大学拡張の可能性―
	 佐　藤　祐　介（北海道大学）

（討議　14：40～15：00）

第8室　午前（学習機会）
司　会　　生　島　美　和（弘前学院大学）
	9：30～	 9：55	 美術館教育実践にみる地域性と諸課題
	 	―東北地区の美術館の事例から
	 渡　邊　祐　子（東北大学大学院）

	9：55～10：20	 住民を主人公に据えた東京における博物館実践の展開の考察
	 栗　山　　　究（早稲田大学（非常勤））

10：20～10：45	 数値化し難い青少年育成事業に対する評価手法の考察
	 	―（公財）京都市ユースサービス協会の演劇ビギナーズユニットの事

業から―
	 岩　本　陽　子	 	
	 （公益財団法人　京都市ユースサービス協会）

10：45～11：10	 四国四県に見る人口・財政上の課題と博物館存続への展望
	 瀧　端　真理子（追手門学院大学）

（討議　11：15～11：35）

第8室　午後（学習機会）
司　会　　岩　本　陽　児（和光大学）
13：00～13：25	 青少年センターづくりに社会教育会館で取り組む
	 吉　野　友　二（板橋区立大原社会教育会館）

13：25～13：50	 大学における体験学習の評価
	 	―社会教育の評価研究からの考察―
	 中　村　みどり（立教女学院短期大学）
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13：50～14：15	 英国における寄宿制成人教育施設をめぐる動向と今日的役割
	 	―フィルクロフト・カレッジを事例として―
	 鈴　木　尚　子（徳島大学）

14：15～14：40	 	ニューヨーク市の文化施設における移民への英語教育プログラムに関
する考察

	 永　田　祥　子（広島大学大学院）
（討議　14：40～15：00）

第9室　午前（地域・地域問題）
司　会　　新　妻　次　男（岩手大学）
	9：30～	 9：55	 教師が復興の当事者性を獲得していく過程とその意義
	 	―石巻市雄勝地区のある教師を事例として―
	 石　山　雄　貴（東京農工大学大学院）

	9：55～10：20	 「記憶」や「記録」に着目した方法論の試み
	 	―商店街を中心とした2つの地域活動における「記憶」や「記録」に

着目して―
	 伊　藤　雅　一（千葉大学大学院）

10：20～10：45	 社会教育における防災教育
	 	―岩手県大船渡市赤崎地区公民館の事例研究を中心に―
	 野　元　弘　幸（首都大学東京）

10：45～11：10	 	中山間地域コミュニティにおける社会関係資本形成と住民の学習の関
係性

	 	―山形県金山町を事例として―
	 蜂　屋　大　八（宇都宮大学）

11：10～11：35	 地域おこしと学校教育
	 	―都城笛水地区の実践を事例に
	 神　田　嘉　延（鹿児島大学）

（討議　11：35～12：00）

第9室　午後（地域・地域問題）
司　会　　末　本　　　誠（神戸大学）
13：00～13：25	 持続可能な地域づくりにおける「参加型学習」の成果と課題
	 	―東日本大震災の被災地域の子どもを対象としたESDプログラムの

実践を事例に―
	 秦　　　範　子（東京農工大学大学院）

13：25～13：50	 奄美大島の集落行事としての八月踊りに見る表現・文化活動の意味
	 杉　浦　ちなみ（東京大学大学院）

13：50～14：15	 ブラジリア連邦区の事例にみるブラジル民衆教育の新たな傾向
	 	―学校教育への接続強化と官民協働
	 二　井　紀美子（愛知教育大学）
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14：15～14：40	 魚食文化の継承と地域学習ネットワークの構築
	 	―山形県庄内「浜文化伝道師」の養成と活動を中心に―
	 佐　藤　一　子（法政大学）

（討議　14：40～15：00）

第10室　午前（地域・地域問題）
司　会　　新　保　敦　子（早稲田大学）
	9：30～	 9：55	 中国における少数民族文化政策に関する考察
	 紅　　　桂　蘭（筑波大学大学院）

	9：55～10：20	 韓国の貧困地域における、主体性を育む住民教育と国際ネットワーク
	 	―チェゴンマウルを事例として―
	 桔　川　純　子（東北大学大学院）

10：20～10：45	 香港におけるNGOによる社会的弱者の支援に関する研究
	 肖　　　　　蘭（名古屋大学）

10：45～11：10	 大学生の多文化共生志向に関する一考察
	 杉　原　　　亨（鈴鹿国際大学・非常勤）

11：10～11：35	 アメリカにおける失業者支援とソーシャル・サービス
	 藤　村　好　美（群馬県立女子大学）

（討議　11：35～12：00）

総　　　会
17：15～18：30　教育系1号館　大1講

懇　親　会
18：45～20：45　福井大学アカデミー・ホール

特別企画　②
「社会教育行政及び資格をめぐる動向」

15：45～17：00　教育系1号館　大1講

司　会　　田　中　雅　文（日本女子大学）
基調報告者　　高　橋　　　満（東北大学）
コメンテーター　　中　山　弘　之（愛知教育大学）、山　本　健　慈（和歌山大学）
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第3日目　9月28日（日）

プロジェクト研究　〈第1室〉
「社会教育研究における方法論の検討」

9：30～12：30　教育系1号館　大1講

プロジェクト研究　〈第2室〉
「子ども・若者支援専門職の必要性と資質に関する研究」

9：30～12：30　教育系1号館　大2講

テーマ　「社会教育実践における〈ことば〉とその力動性」
司　会　　安　藤　耕　己（山形大学）

報　告　①「居場所づくりの実践／研究をする〈わたし〉たちがつむぐ〈ことば〉」
	 滝　口　克　典	 	
	 （ぷらっとほーむ共同代表／東北芸術工科大学・非常勤）
　　　　②「識字教育実践がつくる／をつくる〈ことば〉」
	 添　田　祥　史（福岡大学）
　　　　③「多文化環境を意識した実践における〈ことば〉の諸相」
	 渡　辺　幸　倫（相模女子大学）
コメンテーター　　津　田　英　二（神戸大学）、辻　　　智　子（北海道大学）

テーマ　「子ども・若者支援に関する専門職をめぐる問題状況と課題（2）
　　　―実態・事例調査を踏まえて―」
司　会　　宮　﨑　隆　志（北海道大学）、大　山　　　宏（東京大学大学院）

報　告　①「子ども・若者支援専門職の実践分析・業務評価共通フォーマット試論」
	 生　田　周　二（奈良教育大学）
　　　　②「子ども・若者支援関係施設・職員へのヒアリング調査の概要」
	 七　澤　淳　子（公益財団法人よこはまユース）
　　　　③「子ども・若者支援の動向―英独の事例調査」
	 大　串　隆　吉（社会教育研究所東京23）、
	 立　石　麻衣子（奈良教育大学）
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ラウンドテーブル
13：30～16：00

ラウンドテーブル①
テーマ�	 「社会教育研究における方法論の課題および今後の展望を語る（その2）」
コーディネーター	 松　本　　　大（弘前大学）
		 藤　田　美　佳（奈良教育大学）
		 吉　田　正　純（京都聖母女学院短期大学）
		 安　藤　耕　己（山形大学）
報告�	 滝　口　克　典（ぷらっとほーむ共同代表／東北芸術工科大学（非））
		 添　田　祥　史（福岡大学）
		 渡　辺　幸　倫（相模女子大学）

ラウンドテーブル②
テーマ�	 「労働の主体性を考える　その2」
コーディネーター	 平　川　景　子（明治大学）
報告�	 道　脇　福　夫（福井市労働局職業安定部職業対策課　事業主支援アドバイザー）
		 他

ラウンドテーブル③
テーマ�	 	「子どもに関わるおとなの学び	

―『子ども・子育て新システム』の具体化と地域子育て支援」
コーディネーター	 河　野　和　枝（北星学園大学）
		 井　上　大　樹（北海道文教大学）
報告�	 河　野　和　枝（北星学園大学）
		 井　上　大　樹（北海道文教大学）
		 大　坂　祐　二（名寄市立大学）
		 榊　　　ひとみ（北海道大学大学院）
		 他　参加者からの持ち込み

ラウンドテーブル④
テーマ�	 	「社会教育におけるESD研究の可能性」
コーディネーター	 高　雄　綾　子（フェリス女学院大学）
		 二ノ宮リムさち（東京農工大学）
		 荻　野　亮　吾（東京大学）
報告�	 石　山　雄　貴（東京農工大学大学院）
		 秦　　　範　子（東京農工大学大学院）
		 中　川　友理絵（東京大学大学院）
		 金　　　宝　藍（東京大学大学院）
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ラウンドテーブル⑤
テーマ�	 「地域づくりと社会教育（その2）」
コーディネーター	 上　田　幸　夫（日本体育大学）
		 岡　　　幸　江（九州大学）
		 高　橋　　　満（東北大学）
		 手　打　明　敏（筑波大学）
		 宮　崎　隆　志（北海道大学）
		 村　田　和　子（和歌山大学）
報告�	 宮　崎　隆　志（北海道大学）
		 他

ラウンドテーブル⑥
テーマ�	 「震災と社会教育」
コーディネーター	 千　葉　悦　子（福島大学）
話題提供�	 上　田　幸　夫（日本体育大学）
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